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住吉海岸 工事説明会

平成１９年８月３０日

宮崎県宮崎土木事務所

港湾区域施工
（離岸堤 ７基）

（延長2,000m 離岸堤8基）

シーガイア・インターチェンジ

国交省と県の施工予定区間
を示しています。



2

海岸保全区域

海岸保全区域

海岸区域図

大淀川～一ツ瀬川の海岸区域
と海岸保全区域を表しています。

富田漁港

二ッ立海岸
（農地海岸）

大炊田海岸
（海岸保全区域）
H17～ 住吉海岸(7,020m)

（海岸保全区域）

S57～

宮崎港

一
ツ
瀬
川

石
崎
川

石崎浜荘 一ツ葉有料道路

一ツ葉有料パーキング シーガイアＩＣ

石崎川河口

県施工予定区間
(2,000m)国施工予定区間

大淀川～一ツ瀬川の海岸区域
と海岸保全区域の説明
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富田漁港 宮崎港

一
ツ
瀬
川

石
崎
川

石崎浜荘 一ツ葉有料道路

一ツ葉有料パーキング シーガイアＩＣ

石崎川河口

護岸等設置箇所図

凡 例
土木部施工
林務部施工
農政水産部施工

S57~H14

H10~H15

H10~H11H15~H17S61,H17S48~

住吉海岸の護岸等設置箇所
主として土木部施工は公共施設を、
林務部施工は保安林を農政水産部
施工は農地を保全するためにそれ
ぞれ施工してきました。

土木部施工（緩傾斜護岸＋離岸堤） シーガイアＩＣ付近
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林務部施工（傾斜護岸） 災害復旧（保安林保全） 料金所付近

農政水産部施工（傾斜護岸） 農地海岸保全
一ツ瀬川右岸河口
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住吉海岸の侵食が進行

シーガイアＩＣ南側の自然海浜部が危機的状況

・緩傾斜護岸は平成５年より断続的に被災。

・シーガイアＩＣ南側の自然海浜において、一ツ葉有料道路の
目前まで浜崖が迫る。

学識経験者による抜本的対策工法の検討

Ｈ７，Ｈ８に住吉海岸技術検討委員会を開催

・侵食対策工法(早急、中長期）の検討。

・抜本対策に向けての基礎調査立案。

※住民参加型の検討会ではなかった。

緩傾斜護岸被災状況（H9 台風19号）
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有料道路まで７０ｃｍ

↓

平成１０年２月２５日の高波浪

保安林の流失→

シーガイヤIC南側 自然海岸 被災状況

平成１０～１２年度 住吉海岸技術検討委員会

・緊急を要するシーガイアＩＣ南側の浜崖後退箇所の侵食対策
並びに中長期的な対策工の検討

緊急対策として離岸堤８基と養浜の実施
（同時に林地災害により緩傾斜護岸を実施）

※ハードなもので保安林や道路を護ると同時に、砂浜の回復を目指
した離岸堤が提案される。

中長期的には北部の海岸保全区域について抜本的対策の
必要があり、調査・検討を継続
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離岸堤標準断面図

離岸堤の標準断面図
離岸堤を沖合100mほどのところに
設置(200m/基)、護岸の前部に砂を
盛土する養浜工を行います。

（離岸堤＋緩傾斜護岸＋養浜）の効果

離岸堤７基目＋養浜

施工前

■離岸堤の影響
・海岸利用者(漁業者、サーファー等）への
利用制限

・ウミガメをはじめとした生態系への影響
・景観への影響

離岸堤と養浜工による効果
（堆砂）を表した写真です。
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緩傾斜護岸＋離岸堤＋養浜

緩傾斜護岸

養浜

離岸堤

離岸堤８基抜本的対策

シーガイアＩＣ

シーガイアＩＣ付近の災害

海岸に最接近しているシーガイ
アＩＣ付近の被災の状況。早急な
対策が必要とされるため、離岸堤
を８基目まで設置します。
これから北部の海岸については、

抜本的対策を検討中です。
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H20～H21施工予定

L=160m

H19施工予定

L=80m

H18年度迄施工済

L=1,360m

これまでの離岸堤の施工実績と施工予
定延長を表しています。平成２１年度ま
での予定です。

⑩

県施工国施工

⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱

H19H20～H21
年度別 離岸堤施工区間

航空写真で離岸堤の設置区間と砂浜の
状況を示しています。
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H19年度

シーガイアＩＣ付近

H20年度H21年度

Ｈ１９～Ｈ２１年度の離岸堤設置
を表した鳥瞰図です。

平成１５年度～ 住吉海岸技術検討委員会

・具体的な対策の決まっていないシーガイアインター以北の区間
における抜本的な侵食対策について検討を行う。

・委員会は複数回開催し、併せて地域住民の意見を反映させるた
めの懇談会を開催する。

【背景】
海岸法の改正(H11)により、これまでの海岸法の目的で

あった「防護」に、「環境」と「利用」が新たに加わった。

また、行政側の説明責任や住民参加といった社会的必
要性が高まってきた。
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平成15年3月
策定 

基本方針（国） 

基本計画（県知事） 

日向灘沿岸 

海岸保全基本計画 

宮崎県 

海岸法の改正 

第１回懇談会 
平成 15 年 12 月 2 日開催 

第 1 回技術検討委員会
平成 16 年 2 月 4 日開催

第２回懇談会 
平成 16 年 3 月 12 日開催 

※：計画の策定は技術検討委員会にて行います。

懇談会と委員会を数回繰り返して行います。 

住吉海岸における具体的な 

海岸保全施設の整備計画策定が必要 

第 2 回技術検討委員会
平成 16 年 8 月 6 日開催

公聴会

第 3 回懇談会 
平成 16 年 11 月 2 日開催

第 3 回技術検討委員会
平成 17 年 3 月 29 日開催

第 4 回懇談会
平成 17 年 8 月 31 日開催

第 4 回技術検討委員会
平成 18 年 3 月 29 日開催

第５回技術検討委員会
平 成 18 年 9 月 1 日 開 催

第６回技術検討委員会 
平 成 19 年 3月 16 日 開 催 

(H11)

Ｈ１５年度以降、技術検討委員会と
懇談会をほぼ交互に開催しています。

技術検討委員会及び懇談会での検討内容
■工法について

・（養浜＋ヘッドランド）工は有効な工法であり、堆砂の状況などをモニタリ
ングしながら段階的に検討していくべきである。

■課題について

・土砂収支の解明を継続するとともに、総合土砂管理の推進

・海岸利用者や景観への配慮

・ウミガメをはじめとした生態系への影響

抜本的な対策には莫大な費用が必要となる。

工法検討を継続すると同時に直轄化の要望
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港湾区域施工
（離岸堤 ７基）

（延長2,000m 離岸堤8基 H10～H21予定）

シーガイア・インターチェンジ

（Ｈ２０年度より事業化の予定）

施工区分

シーガイアＩＣ付近を境として南側は県が
離岸堤を８基施工、北側については国の直轄
事業で新たな工法（検討中）により整備を予
定しています。


